
－卒業の日に－ 

 

３月１１日（水）に卒業証書授与式が行われました。卒業生一人一人 

がステージに上がり、校長先生から堂々と卒業証書を受け取りました。 

ご列席いただいたご家族にも晴れの姿を見ていただくことができました。 

卒業生を代表し、高等部の生徒が学校生活の思い出やお世話になった 

方々への感謝の気持ちを込めて「お別れの言葉」を述べました。 

歓送では、在校生や教職員からの多くの祝福や激励の言葉に送られて、 

卒業生それぞれが希望を胸に、晴れやかな表情でしらとり支援学校を巣立っていきました。 
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―いじめ等対策委員会の報告― 

 

各学部から、いじめの未然防止についての取組状況やいじめの認知についての報告があり、児童生徒

の支援や改善策等について検討しました。 

今後も、全ての子供たちが適切な人間関係を築いていけるよう一人一人の気持ちを受け止めながら、

継続的な指導・支援を行い、いじめの未然防止に取り組んでいきますので、 

ご理解とご協力をお願いします。 

 

卒業式の歌「Believe」 

校長 米原 孝志  

 

 先日の卒業式では、73名の児童生徒が新しいステージに向けた節目を越えていきました。しらとり支援学校

では、「Believe」という曲を歌い、卒業を祝っています。私は、この曲の「いま未来の扉を開けるとき I believe 

in future信じてる」という言葉（歌詞）を児童生徒のみんなに送りたいと思って歌っています。私なりに「未

来への扉を開けて進もうとするとき、その未来には可能性や価値があると信じている」と訳しています。希望

という心のエネルギーは何か行動を起こそうとするときになくてはならないものです。そして、心のエネルギ

ーは、誰かと共有することで何倍にもなります。子供が未来へ進もうとするとき、希望を共有できる人である

ことが保護者のみなさんにも本校の教職員にも大切なことではないでしょうか。 

 「Believe」の歌詞は、校訓の「明るく」（自分らしく 前向きに チャレンジする）、「仲よく」（自分を大切

に 人を大切に 社会とつながる）、「元気よく」（元気な心と体をつくる）とともに、子供たちに送り続けたい

言葉です。 

しらとり支援学校は、今後も子供たちとともに歩み続けていきますので、どうぞよろしくお願いします。 

富山県立しらとり支援学校 

    



 

 

 

 

 

４月 ８日（水） 退任式、着任式（校長） 

         始業式、新任式、入学式 

         給食開始（新入生は９日より） 

         午後放課（13:25下校バス発車、新入生以外） 

４月１０日（金） 身体測定（小）・洗心会役員会 

４月１３日（月） 進路相談会（高３ ～１７日） 

身体測定（中） 

４月１５日（水） 身体測定（高） 

４月１６日（木） 内科検診（全） 

４月１８日（土） 富山県障害者スポーツ大会水泳競技会 

４月２３日（木） 学習参観・学年懇談会（小１、中１、高１～３） 

洗心会総会・教育振興会総会、寄宿舎保護者会総会 

進路説明会（高１、２） 

４月２４日（金） 学習参観・学年懇談会（小２～６、中２・３） 

         洗心会総会・教育振興会総会、寄宿舎保護者会総会 

４月２９日（水） 昭和の日 

登下校について 

（新入生以外） 

○４月 ８日（水）・登校 ８：５５         

・下校バス発車 １３：２５ 

・給食があります。 

（全校児童生徒） 

○４月 ９日（木）より 通常日課です。 

 

※今後、変更がありましたらあんしんメールやホームページでお知らせします。 

 

  

― ４月の主な行事 ― 


